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 記者発表日 平成２９年 １ 月１２日 

■同時発表先 ： 合同庁舎記者クラブ 

                               広島県政記者クラブ 

                               中国地方建設記者クラブ 

 

『分解組立型バックホウ（遠隔操縦装置付き）』 

の分解･組立訓練を実施します 
 

 

「分解組立型バックホウ（遠隔操縦装置付き）」は、遠隔操作機能と１３ブロック

に分割する機能を有しており、陸路での輸送が困難な河道閉塞（天然ダム）箇所等で

も、バックホウを分解しヘリコプターにより空輸することができ、また、二次被害が

想定される土砂崩落箇所では、遠隔操作による無人化施工で作業員の安全を確保した

上で復旧作業を実施する事が可能です。 

４月に発生した熊本地震にも出動し、阿蘇大橋崩落箇所では余震が続く中、土砂撤

去作業を行い、早期復旧に大きく貢献しました。 

この度、下記のとおり分解・組立及び遠隔操作による一連の作動状況の確認訓練を

実施し、実働対応能力の向上を図ります。 

 

■日  時：平成２９年１月１８日（水）～ ２６日（木）９：１５～１７：００ 

■場  所：中国技術事務所グランド（別紙１のとおり：安芸区船越南２－８－１） 

■訓練内容：別紙２のとおり 

■備  考：・訓練は公開で実施し、撮影は可能です。 

      ・取材を希望される場合は、事前に下記問合せ先までご連絡下さい。 

       ・悪天候等の場合には、訓練日程を変更する場合があります。 

   

問 合 せ 先 

                国土交通省 中国地方整備局 中国技術事務所 

副所長（機械）     宮武
みやたけ

 英
ひで

信
のぶ

 

施工調査・技術活用課長 桃崎
ももさき

 英
ひで

輝
き

【担当】       

住 所 ： 広島県広島市安芸区船越南２丁目８番１号 

電 話 ： ０８２－８２２－２３４０（代表） 

         ＵＲＬ ： http://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/ 

Press Release 
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■訓練実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会 場 

駐車場 

日本製鋼所広島（ＪＳＷ） 

アクセス方法アクセス方法アクセス方法アクセス方法 

■■■■バスの場合バスの場合バスの場合バスの場合 
広島駅 12 番バス乗り場から 

海田市方面行きに乗車 

（約 20 分乗車） 
入川バス停下車 

東へ徒歩５分 
    

■■■■ＪＲの場合ＪＲの場合ＪＲの場合ＪＲの場合 
広島駅から 山陽本線(上り） 
      または 
       呉線（上り）に乗車 
      （約 10 分乗車） 

ＪＲ海田市下車 

 西へ徒歩 15 分 

中国技術事務所 構内  

別紙１ 

位位位位 置置置置 図図図図 
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訓練内容と実施スケジュール訓練内容と実施スケジュール訓練内容と実施スケジュール訓練内容と実施スケジュール 

 
ＡＭＡＭＡＭＡＭ ＰＭＰＭＰＭＰＭ 備考備考備考備考 

平成２９年平成２９年平成２９年平成２９年 

１月１８日（水）１月１８日（水）１月１８日（水）１月１８日（水） 

分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ    分解分解分解分解 
２５ｔラフターク２５ｔラフターク２５ｔラフターク２５ｔラフターク

レーンを用いてレーンを用いてレーンを用いてレーンを用いて

の分解作業の分解作業の分解作業の分解作業 
１月１９日（木）１月１９日（木）１月１９日（木）１月１９日（木） 

１月２０日（金）１月２０日（金）１月２０日（金）１月２０日（金） 

１月２１日（土）１月２１日（土）１月２１日（土）１月２１日（土） 休日休日休日休日 
 

１月２２日（日）１月２２日（日）１月２２日（日）１月２２日（日） 休日休日休日休日 
 

１月２３日（月）１月２３日（月）１月２３日（月）１月２３日（月） 

分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ    組立組立組立組立 

小型小型小型小型移動式ク移動式ク移動式ク移動式ク

ローラクレーンローラクレーンローラクレーンローラクレーン

（２台）を（２台）を（２台）を（２台）を用いて用いて用いて用いて

の組立作業の組立作業の組立作業の組立作業 

１月２４日（火）１月２４日（火）１月２４日（火）１月２４日（火） 

１月２５日（水）１月２５日（水）１月２５日（水）１月２５日（水） 

１月２６日（木）１月２６日（木）１月２６日（木）１月２６日（木） 
分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ分解組立型バックホウ    

試運転試運転試運転試運転（遠隔操作含む）（遠隔操作含む）（遠隔操作含む）（遠隔操作含む） 
     

 

１月２７日（金） （予備日） 
 

別紙２ 

※作業時間は、ＡＭは９：１５〜１２：００、ＰＭは１３：００〜１７：００で実施予定

悪天候等の場合には、訓練⽇程を変更する場合があります 

ラフテレーンクレーン（２５ｔ）による 

分解作業 

小型移動式クローラクレーン（２台）による 

組立作業 

※前回の訓練の様子（Ｈ２６） 
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■分解組立型バックホウ（遠隔操縦装置付き）の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○バックホウの分割状況（１３ブロック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

全 景 

ヘリコプターでの 

分割・空輸状況 

＜「分解組⽴型バックホウ（遠隔操縦装置付き）」の特徴＞ 
１．開 発 ・・・平成２０年岩⼿・宮城内陸地震での教訓を踏まえ、東北地⽅整備局で開

発に着手。平成２５年度に中国地⽅整備局に導⼊。全国では 11 台配備。 

２．遠隔操縦・・・崩落等の⼆次被害が想定される被災現場で、遠隔で操作することにより

作業員の安全を確保し、迅速な復旧作業が可能。 

３．分解組⽴・・・被災現場までの道が通⾏不可能な状態でも、１３ブロックに分解し空輸

して被災現場へ運搬することが可能。 

４．⼤容量バケット・・・１．０ｍ３の大バケットで、作業期間を短縮し、早期復旧が可能。 
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■活動状況（Ｈ２８熊本地震） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊本地震発生直後に九州地方整備局 
九州技術事務所へ派遣 

・出動＜平成２８年４月１８日＞

 九州地方整備局より帰還 

・帰還＜平成２８年１０月１２日＞ 

無人化施工状況（阿蘇大橋） 

遠隔操作実施状況 

至 大分 

至 熊本 

阿蘇大橋 崩落箇所 

 余震や大雨等による二次災害の恐れのなか、約６ヶ月（実働６８日）の

間、無⼈化施⼯（遠隔操縦）により応急復旧作業に従事しました。 

※復旧作業は、全国から集まった８台で実施。 

阿蘇⼤橋付近状況（国⼟地理院） 
応急復旧箇所応急復旧箇所応急復旧箇所応急復旧箇所（（（（熊本県熊本県熊本県熊本県    阿蘇大橋阿蘇大橋阿蘇大橋阿蘇大橋） 

参考 


